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研究

Reseach and Development of a liquefaction countermesure combinedly 
using latticed walls and drains

格子状改良・排水工法を併用した液状化対
策に関する研究開発
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概要�

既設構造物や施設に適用可能な液状化対策として，格子状改良と排水工法を併用した液状化対策について，遠心模型実験お
よび数値解析により検討した．遠心模型実験により本工法の効果を確認するとともに，数値解析では遠心模型実験の再現解析
を行った．再現解析は，2 次元および 3 次元動的有効応力解析により行い，併用工法の効果を検証し，また実地盤を想定した
数値解析も行った．2 次元解析では格子状改良や排水工法の 3 次元効果を模擬する簡易な解析モデルを提案し，簡易モデルの
有用性を示した．

成果�

○遠心載荷模型実験により，格子状改良と排水工法を併用した対策は，格子状改良単独よりも過剰間隙水圧の抑制効果があり，
また各単独工法よりも併用工法は建物傾斜を抑制する効果を確認した．
○動的有効応力解析を用いて遠心模型実験の再現解析を行った結果，2次元解析において格子壁の3次元効果を模擬できるこ
と，また適切なパラメータ設定により，3次元解析と同様に実験挙動を再現できた．
○排水材の透水係数について，等価な地盤透水係数を用いて考慮する方法により，過剰間隙水圧の消散効果を簡便に再現する
ことができた．
○既設構造物の外周から斜めドレーンにて排水対策を計画する場合の解析的検討が可能であることを確認した．
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図―1　格子状改良と排水工法の併用モデル

図―2　最大過剰間隙水圧比分布（3 次元解析）

図―4　建物傾斜角の比較

図―3　地盤変形図（3 次元解析）
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